
経済学委員会・環境学委員会合同 

フューチャー・デザイン分科会 第一回分科会議事録 

 

1. 日時： 2018年 1月 27日（土） 19:30-21:30 

2. 会場： 総合地球環境学研究所 1階 第 6研究室 

3. 議題：  

(1) 委員長・副委員長・幹事（2名）の選出 

 

(2) 分科会の今後の進め方 

 

出席者： 大久保委員、亀田委員、西條委員（委員長）、佐々木委員、竹内委員（幹事）、西村委

員（幹事）、原委員（副委員長）、馬奈木委員、宮越委員、森口委員 

欠席者： 黒崎委員、安成委員、大塚委員、蟹江委員、上條委員 

 

 

議事要旨 

 

(1) 委員長・副委員長・幹事（2名）の選出について 

 委員長・副委員長・幹事（2名）として、以下の 4名が選出された。 

 委員長：西條 辰義、 

 副委員長：原 圭史郎、 

 幹事：西村 直子、竹内あい 

 

(2) 分科会の今後の進め方について 

 西條委員長より、フューチャー・デザインの研究を、以下の 3つの媒体を通じて報 

告するよう要請があり，了承された。 

 日本学術会議への提言として（3年後） 

 各委員が約 1～2頁で自分の研究成果等をまとめる。目安として、全体で 30頁程を想定。 

 今年の「学術の動向」6月号の特集記事として 

 1 月 27 日・28 日に行われた「第一回フューチャー・デザイン ワークショップ」の研究報

告に基づき、報告者数名が一人当たり数頁の記事をまとめる。特集記事全体でおよそ 50頁

程度。記事執筆依頼は西條委員長が行う。 

 “Global Sustainability”内の Future Design Collection 内の研究論文として 

 “Global Sustainability” は Cambridge University Pressより出版された新しい Online 

& Open Accessの学術雑誌。Editor-in-Chiefは Johan Rockstrom. 西條委員長がこの中で、

Future Design という Collection を担当する予定のため、フューチャー・デザインの研究

成果をまとめた研究論文の投稿の依頼があった。 

 "Global Sustainability" について確認の質問があり、それに対して西條委員長から以下のよ



うな説明があった。 

 Springer から既に出版されている国際学術誌の "Sustainability Science"があるが、そ

れと並ぶ形のジャーナルとなる予定。 

 "Global Sustainability"は高いインパクト係数を狙える将来性のあるジャーナルになると

予想している。 

 寄稿論文は、通常の査読過程を経て "Global Sustainability" に掲載される。 

 フューチャー・デザインの Collectionになるよう、論文作成を呼びかけて集める。 

 

 西條委員長より、今後の分科会の進め方について年に 2～3回の頻度で分科会を開くという提案がな

され、これが了承された。 

 

 次回の日程については、メールで調整していくことが確認された。 

 


